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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、筆者が 2004 年から現在までに、大阪大学大学院情報科学研究科マルチメディア工学専攻在学中に行っ
た研究をまとめたものである。 
 1990 年代初頭に初期の WWW が登場してから十数年経過した現在、次世代 Web の実現の動きが活発化してきてい
る。WWW の発明者である Tim Berners-Lee が率いるセマンティック Web の活動などに始まり、大規模 Web 事典
（Wikipedia）、フォークソノミー（Flickr、Del. icio. us）、ソーシャルネットワーク（Friendster、MySpace）な
ど、WWW の構造に大きなパラダイムシフトが発生している。 
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 第３章では、上記の手法によって構築された精度の高い連想シソーラスを Web オントロジへ昇華させるために「パ
ーソナルオントロジ」の提案とその構築方法を提案した。次世代 WWW においては、Web オントロジが情報検索の
ために極めて重要な役割を果たすが、前述のとおり自動構築時の精度低下が問題であった。そのため、本研究では、








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近年活発化してきた次世代 Web 技術に着目し、大規模な Web コンテンツから有用な知識を抽出するた
めの手法についてまとめたものである。その主要な成果を要約すると次の通りである。 










 以上のように、本論文は次世代 Web 技術の特性に着目し、大規模な Web コンテンツからの知識抽出に関する先駆
的研究として、情報科学に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値のあ
るものと認める。 
